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参考資料 

１ 計画策定委員名簿、検討経過 

 

■１ 検討体制 

 

○ 検討にあたり、専門家や当事者の幅広い知見のもと、区の状況や課題も踏まえた計画を策

定するため、豊島区児童福祉審議会への諮問を行いました。 

    【諮問事項】社会的養育推進計画の策定について 

    【諮問理由】①豊島区の地域特性等を反映した計画を作成するため 

          ②社会的養育推進計画の策定にあたり、区内における児童養護施設等の

あるべき姿を明らかにするため 

○ 臨時部会を設置し、社会的養護経験者などの臨時委員も加えた９名に委員を委嘱し、審議

いただきました。 

 

 

 

 

 

 

≪豊島区児童福祉審議会　臨時部会　委員名簿≫
（五十音順・敬称略）

氏名 所属等 備考

上川
かみかわ

　光治
こうじ 大田区子ども家庭総合支援センター開設準備担当課

児童相談人材育成専門員
臨時委員

川瀨
かわせ

　信一
しんいち

一般社団法人子どもの声からはじめよう代表理事 臨時委員

坂井
さかい

　隆之
たかゆき

明星大学特任教授 部会長

佐藤
さとう

　まゆみ 淑徳大学准教授

長谷川
はせがわ

　愛
あい

一般社団法人子どもの声からはじめよう 臨時委員

松田
まつだ

　雄
たけとし

年 児童養護施設東京家庭学校校長 臨時委員

馬渕
まぶち

　泰至
やすし

弁護士（みなと青山法律事務所）

三輪
みわ

　清子
きよこ

明治学院大学准教授 部会長職務代理

柏女
かしわめ

　霊峰
れいほう

淑徳大学教授
オブザーバー（豊島区
児童福祉審議会委員長）
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■２ 検討経過 

開催日 審議内容

令和6年1月24日 諮問

第1回 4月18日 検討スケジュール、区の現状と課題

第2回 5月23日 計画検討①（代替養育を必要とする子ども数の見込み等）

第3回 6月13日 計画検討②（パーマネンシー保障、里親委託の推進）

第4回 7月25日 計画検討③（施設のあり方）

第5回 9月4日 計画検討④（積み残し事項、その他項目）

第6回 10月18日 素案取りまとめ

第7回 12月25日 パブリックコメント結果の反映、計画案取りまとめ

令和7年1月30日 答申

会議名

本委員会

臨時部会

本委員会

――パブリックコメント実施（11月1日～11月29日）――

≪豊島区児童福祉審議会　委員名簿（第１期）≫ （五十音順・敬称略）

氏名 所属等 備考

石田
いしだ

　芳朗
よしあき

社会福祉法人至誠学舎立川 常務理事

猪岐
いのまた

　幸一
こういち

猪岐会計

大久保
おおくぼ

 香折
かおり

弁護士（東京パブリック法律事務所）

大竹
おおたけ

　智
さとる

立正大学教授

柏女
かしわめ

　霊峰
れいほう

淑徳大学教授 委員長

小平
こだいら

　雅基
まさき

愛育クリニック小児精神保健科部長

小山
こやま

　清弘
きよひろ

株式会社小山設計

坂井
さかい

　隆之
たかゆき

明星大学特任教授

佐藤
さとう

　まゆみ 淑徳大学准教授

土田
つちだ

　秀行
ひでゆき

錦華学院理事長

馬場
ばば

　望
のぞみ

弁護士（くくな法律事務所）

藤井
ふじい

　常文
つねふみ

元明星大学常勤教授

桝
ます

屋
や

　二郎
じろう

東京医科大学病院准教授

馬渕
まぶち

　泰至
やすし

弁護士（みなと青山法律事務所）

湊
みなと

　通
みちよし

嘉 みなと小児科院長

箕輪
みのわ

　潤子
じゅんこ

武蔵野大学教授

三輪
みわ

　清子
きよこ

明治学院大学准教授

武藤
むとう

　素明
そめい

社会福祉法人二葉保育園常務理事 副委員長

善本
よしもと

　眞弓
まゆみ

東京成徳大学教授

渡邊
わたなべ

　淳子
じゅんこ

弁護士（武藤綜合法律事務所）
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２ 計画策定に向けたヒアリング、アンケートの実施 

当事者である子どもや、里親など支援当事者の意見や思いを十分に踏まえた計画を策定するた

め、施設・里親家庭や一時保護所で生活中の子ども、社会的養護経験者、里親などを対象に、

ヒアリング及びアンケートを実施しました。 

 

■１ ヒアリング 

 

（１）調査の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）結果の概要 

対象者 実施時期 実施方法 

❶一時保護所の入所児童（学齢児） 令和６年９月 児童福祉審議会臨時部会委員２名によ

る個別ヒアリング ❷家庭復帰児童（在宅指導家庭） 令和６年８月 

❸区内母子生活支援施設で暮らす児童（幼児） 令和６年７月 
児童福祉審議会臨時部会委員２名によ

るワークショップ形式 

❹区内里親及びファミリーホーム養育者 令和６年９月 
児童福祉審議会臨時部会委員２名によ

る座談会形式 

❺区内母子生活支援施設職員 令和６年７月 区職員２名によるヒアリング 

❶ ❷ ❸ 子どもへのヒアリング（分類ごとに類似意見を集約して掲載） 

【子どもの権利について】 

・「権利」という言葉を使うより、こういうことを大切にします、という表現の方がわかりやすい。 

・相談先がわかりやすいと良い。 

・子どもの権利については、一時保護所に入った時の説明と、子どもアドボカシ―のワークショップで知

った。 

【子どもアドボカシー（意見表明等支援事業）について】 

・使い方が分からないし、嫌なことがあったらすぐに相談したいのに週 1回しか来ない。今は職員さんや

他の大人に相談している。 

・週に 1回会っているが、まだ話したことはない。 

【児童相談所について】 

・一時保護所に入る理由は説明してくれた。 

・気持ちを聞いて（今後のことを）決めると聞いており、自分の気持ちは大切にされていると思う。 

・職員が替わってしまい、自分のことをわからない職員になってしまったらどうしようと感じる。 

【一時保護所について】 

・職員はちゃんと話を聞いてくれる。 

・話しやすい職員も苦手な職員もいる。 

・夕食の後の自由時間にできることが限られている。 

・同じ生活の繰り返しで今日が何曜日かわからなくなる。 
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・子どもから職員に話をする時、どこで聞いてほしいか確認してほしい。 

・（職員の）顔と名前が一致しないことがあるので名札を付けてくれると良い。 

❹ 区内里親及びファミリーホーム養育者へのヒアリング 

【里親委託について】 

・既往症など必要な情報は提供してほしい。また、提供情報は都と各区児童相談所で統一した方が良い。 

・受診券について医療機関や学校などへの制度周知を徹底してほしい。近所の病院では同じ学校の子ども

も多く、受診券を提示する際に気を遣うので、見た目を保険証に合わせることができないか。 

・給付金などの手続で、里親が役所に説明するより、児童相談所から案内・周知してもらった方がスムー

ズに進むことが多い。 

【里親委託推進のための区のあり方】 

・豊島区の子はできるだけ豊島区の里親に委託してほしい。同じ学校・友人関係を維持させてあげたい。 

・委託解除後も親せきの家のような関係になれると良い。頼れる場所が多いほど良い。区内里親への委託

が多くなれば、そうなっていくと思う。 

・（一時保護解除後や家庭復帰後）トワイライトステイのように泊りでなくとも居場所があると、子ども

にとっても親にとっても役立つ。 

・児童相談所などによる子どもの継続的なケアが、里親の負担軽減につながる。 

・親子で悩んだ時の相談機会があると良い。 

・子どもへの権利擁護や意見表明に関する研修なども必要。関わる大人が沢山いると良い。 

・里親家庭が全員ショートステイ協力家庭を兼ねるのが望ましい。 

【里親制度の普及啓発について】 

・他県では「３日里親」や「週末里親」などがある。短期預かりもあることをＰＲし、里親のハードルを

低くし、短期から少しずつ経験できれば困難なイメージを払拭できると思う。 

・実子が巣立ち、子どものために何かしたいと思っている６０歳代くらいにターゲットを絞り、意義を伝

えていくと良いのではないか。 

・テレビでの周知（体験発表会をとしまテレビで放映など）を活用すると効果的ではないか。 

・区の広報に里親に関する４コマ漫画を連載するなど、大変でもやりがいがあることのＰＲを日頃から行

うことで身近に感じられるようになるのではないか。 

❺ 区内母子生活支援施設職員へのヒアリング 

【現状と課題】 

・入所率は全国同様低下傾向にあり、これが継続すると職員スキルも向上しない。 

・宿直を含む不規則な勤務形態であり人材確保が困難。結婚・出産での離職が多く若い人が定着しない。 

【新たな事業などへの対応】 

・事業が多様化する中で、職員にも限界があり、新たな事業への対応には不安がある。 

・妊産婦生活援助事業については、現状では女性自立支援施設との連携が確立しており、看護師・保健師

などの人員確保が困難なこともあり、出産直後の支援は難しい状況。 

・施設の多機能化については、暫定定員対策ではなく、入所者の利益を優先して検討すべき。 
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■２ アンケート 

 

（１）調査の概要 

対象者 実施時期 対象者数 回答者数 回答率 

❶児童養護施設及び里親家庭・ファミリーホーム

で暮らす児童（小学生以上） 
令和６年７月 ７２名 ５３名 73.6％ 

❷社会的養護経験者（区児童相談所設置後に自立

した若者） 

令和６年７月 

～８月 
9 名 ２名 ２２．２％ 

❸区内母子生活支援施設で暮らす児童（小学生以

上） 
令和６年７月 6 名 4 名 66.7％ 

❹区内母子生活支援施設で暮らす保護者 令和６年７月 18 名 14 名 77.8％ 

 

（２）結果の概要 

【今後の展望、要望など】 

・アフターケア強化の上でも積極的な地域支援が必要であり、地域に開かれた存在であることが重要。 

・中長期的な母子生活支援施設の事業のあり方について、区と協議の場を持ちたい。 

・定員設定要件の見直しをしてもらいたい（全国一律ではなく、施設の多寡など地域特性を踏まえた方法） 

❶ 児童養護施設及び里親家庭・ファミリーホームで暮らす児童へのアンケート 

【現在の気持ち、意見表明について】 

・いま心配なことは、「将来のこと」が最も多く（２０．８％）、以下、「受験のこと」、「勉強や習い事」が

続いた。 

・心配なこと、困っていることなどを聞いてくれる人がいない（１１．３％）、だれにも悩みについて話さ

ない・話したくない（５．７％）と回答した児童が合わせて１７％いた。 

・意見や気持ちをあまり聞いてもらえない（５．７％）、わからない（１７％）と回答した児童が合わせて

２２．７％いた。 

・気持ちや意見を大切にされていない（３．８％）、わからない（３２．１％）と回答した児童が合わせて

３５．９％いた。 

・意見を聞いた後に、今後どうするか説明してくれない（３．８％）、わからない（２２．６％）と回答し

た児童が合わせて２６．４％いた。 

・なぜいまの場所で暮らすのか、児童相談所の人は説明してくれなかった（１３．２％）、わからない・な

んとも言えない（３．８％）と回答した児童が合わせて１７．０％いた。 

【子どもの権利について】 

・「子どもの権利」の種類についての認知度は、いずれも８０％を超えた。 

・子どもの権利ノートを持っていない（９．４％）、持っているかわからない（２６．４％）と回答した児

童は合わせて３５．８％いた。 

・子どもの権利ノートを持っているとの回答のうち、どんなことが書いてあるか知らない・わからないと

回答した児童が１２．９％いた。 
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・子どもの権利を守るための相談先として知っているものは、「児童相談所の人」と回答した児童が最も

多く（７１．７％）、以下、「子どもの権利ノート」、「施設の意見箱・ポスト」、「第三者委員」が続いた。

「としま子どもの権利相談室」（１．９％）、「アシスとしま」（０％）の認知率は低かった。 

・安心できる場所についての質問に対し、居住している施設や里親・ファミリーホームを安心できる場所

と回答した児童は、児童養護施設が５６．４％、里親・ファミリーホームが７５．０％だった。 

❷ 社会的養護経験者へのアンケート 

【現在の状況】 

・健康状態について「健康」との回答はなかった。 

・施設で生活していた人との交流や、施設・里親家庭で生活した経験を持つ人たちの団体などのつながり

について、「つながりはないが、つながりを持たなくてよい」が共通の回答だった。 

【退所に向けたサポートについて】 

・退所に向けて不安だったことは、「学校のこと」、「生活費・学費のこと」、「将来のこと」が共通の回答だ

った。 

・退所に向けて受けたサポートは、「退所後の住まい探し・同行」、「生活費のシミュレーション」、「医療保

険、年金、行政サービスの利用方法などの説明」、「奨学金など経済的支援の案内」が共通の回答だった。 

【退所後のサポートについて】 

・退所後に施設・里親やその他の機関から受けた（受けている）サポートとして、「奨学金・給付金などの

申請のサポート」が共通の回答だった。また、「日常的な相談」、「食事の提供」も挙げられた。 

・現在の暮らしの中で困っていることや不安なこと、心配なこととして、「仕事のこと」、「生活費・学費の

こと」、「住まいのこと」、「健康のこと（身体面）」、「将来のこと」が共通の回答だった。 

・いま必要とするサポートは、「経済的支援（奨学金や生活費の支援、食品・生活用品の支援など）」が共

通の回答だった。 

❸ 母子生活支援施設で暮らす児童へのアンケート 

【現在の気持ち、意見表明について】 

・いま心配なこととして、「いま住んでいる家・施設のこと」、「友だちのこと」との回答があった。 

・心配なこと、つらいことを聞いてくれる人は、７５．０％（３件）が「いる」との回答だった。聞いて

くれる人として回答者全員が「母」を挙げた。以下、「友だち」、「学校の先生・カウンセラー」、「おじい

さん・おばあさん」、「児童相談所の人」との回答があった。 

・普段、気持ちや意見を、「たくさん聞いてもらえる」との回答が５０．０％（２件）、「あまり聞いてもら

えない」が２５．０％（１件）あった。 

・気持ちや意見を伝えた人が、聞いた後にどうするか、「説明してくれる」、「わからない」との回答がそれ

ぞれ５０．０％（各２件）だった。 

【子どもの権利について】 

・「子どもの権利」の種類についての認知度は、いずれも７５％を超えた。 

・子どもの権利を守るための相談先として知っているものは、「子ども家庭支援センターや児童相談所」

が７５．０％（３件）と最も高く、他に「としま子どもの権利相談室」、「住んでいる施設にある意見を
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入れる箱やポスト」との回答があった。 

・いま暮らしている施設が安全で暮らしやすいか尋ねた質問に対しては、「はい」と「どちらともいえな

い」との回答がそれぞれ５０．０％（２件ずつ）となった。 

・安心できる場所についての質問に対しては、「学校」が最も多く（３件）、他に「いま住んでいる施設」、

「前に親と一緒に住んでいた家」、「おじいさん・おばあさんの家」、「お店（ゲームセンター、ハンバー

ガー屋、ショッピングセンターなど）との回答があった。 

❹ 母子生活支援施設で暮らす保護者へのアンケート 

【入所前の状況】 

・第 1 子の妊娠～出産後の期間に、生活などを助けてくれる人がいたかどうかの質問に対し、「いた」が

７８．６％（１１件）、「いなかった」が２１．４％（３件）だった。また、生活などを助けてくれた人

の内訳は、「夫」（５件）、「親族」（３件）が多く、以下「友人など」、「その他」（施設・区の担当者、支

援団体など）が続いた。 

・施設に入所する直前の時期に困っていたこと（3つまでの複数回答）として、「お金に関すること」 

（１０件）が最も多く、「住まいに関すること」（９件）、「子育てに関すること」（７件）、「自身の健康

状態に関すること」（４件）が続いた。 

【入所後の状況】 

・入所後の変化として、「入所前より良くなった（落ち着いた）」が８５．７％（１２件）だった。「入所前

より悪くなった」との回答は無かった。 

・施設から受けている支援は、「子育てに関する支援（育児・子どもへの対応等）」が１０件と最も多く、

以下、「医療・心理的支援」と「子どもの学習支援・遊びの支援」（９件）、「就労・就職活動支援」、「子

どもの預かり支援」、「公的機関への同行支援」がいずれも７件で続いた。 

・特に助かった支援としては「子育てに関する支援」が６件で最も多く、以下、「生活支援」、「医療・心理

的支援」（各４件）、「子どもの学習支援・遊びの支援」（３件）が続いた。 

【退所後の支援について】 

・退所後も母子生活支援施設からの支援を受けたいとの回答が８５．７％（１２件）を占めた。 

・退所後に受けたい支援としては、「子育てについての相談・支援」が最も多く（１０件）、以下、「生活に

ついての相談・支援」（６件）、「子どもについての支援（放課後や休日の居場所、学習支援など）」（５

件）が続いた。 

【区役所などからの支援について】 

・入所前に受けた支援では、「生活保護」、「児童手当・児童扶養手当」（ともに６件）、「ひとり親家庭等医

療費助成」（５件）が多い。 

・入所前に受けた支援が 1 つもなかった理由としては、「役所や相談窓口に行くのが大変だった」、「支援

を受けたくて相談したが、支援してもらえなかった」、「知らなかった」、「団体からの支援を受けていた」

との回答があった。 

・区役所などから退所後に受けたい支援は、経済的支援（児童手当、ひとり親家庭等医療費助成、生活保

護など）が最も多く、保育・子育て支援（子どもへの学習支援、育児支援ヘルパー、ショートステイ・

トワイライトステイなど）、就労支援（自立支援教育訓練給付、在宅就業推進事業など）が続いた。 

・入所前後・退所後にあれば助かると思う支援は、「公共職業訓練」、「親の体調不良時の保育」、「退所後の
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子どもの交流機会」、「住居支援・住居助成金」との回答があった。 

【施設について】 

・今後の生活の目標や退所に向けた計画などを決める際に施設の職員が意見や希望を聞いてくれるかとの

質問に対し、「はい」が７１．４％（１０件）と最も多かった。「いいえ」「どちらともいえない」が 

７．１％（各１件）あった。 
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３ 計画策定に向けたアンケート調査結果 

 

■１ 施設、里親家庭・ファミリーホームで暮らす児童へのアンケート 

 

Ⅰ アンケート概要 

 

１ アンケートの目的 

  「豊島区社会的養育推進計画（令和７年度～令和１１年度）」を策定するにあたり、当事者である子どもの意

見や気持ちを、計画に最大限反映するため、また、子どもへの意見聴取と計画への反映へのプロセスにより、

子どもにとってのエンパワーメントに資することを目的に、アンケートを実施しました。 

 

２ アンケート方法 

豊島区が措置している児童を対象に、児童養護施設・ファミリーホームの職員及び里親を介して、アンケー

ト用紙を配布しました。多くの回答を得られるように、回答方法は郵送とＷｅｂの選択制としました。 

 

３ アンケート対象 

児童養護施設及び里親・ファミリーホームに区が措置している小学校１年生以上の児童 

   児童養護施設 ファミリーホーム 里親 合計 

対象者（人） 52 4 16 72 

 

４ アンケート実施期間 

  ・郵送方式  令和６年７月５日（金） ～令和６年７月１９日（金） 

  ・Ｗｅｂ方式  令和６年７月５日（金） ～令和６年７月２１日（日） 

 

Ⅱ アンケート項目一覧 

 

問 内容 

1 あなたはどこで暮らしていますか？ 

2 あなたの性別は何ですか？ 

3 あなたは何歳ですか？ 

4-1 いま、心配なこと、つらいことがあれば教えてください。（複数回答可） 

4-2 問 4-1 で、「そのほか」を選んだ人は、内容を教えてください。 

5-1 心配なこと、困っていること、つらいことを聞いてくれる人はいますか？ 

5-2 問５-1 で、「はい」を選んだ人は教えてください。聞いてくれる人は、だれですか。（複数選択可） 

6 ふだん、あなたの気持ちや意見は、どのぐらい聞いてもらえると感じますか？ 

7 ふだん、あなたの気持ちや意見は大切にされていると感じますか？ 

8 あなたの気持ちや意見を伝えた人は、あなたの気持ちや意見を聞いたあと、どうするか説明してくれますか？ 

9-1 「子どもの権利」ノートは持っていますか？ 
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9-2 問 9-2 で「持っている」を選んだ人は、教えてください。どんなことが書いてあるか知っていますか？ 

10 「子どもの権利」は、以下の種類があります。知っているものがあったら教えてください。 

  １ 安心して生きること 

  ２ 個性が尊重されること 

  3 自分で決めること 

  ４ 思いを伝えること 

  ５ かけがえのない時を過ごすこと 

  ６ 社会の中で育つこと 

  ７ 支援を求めること 

11-1 子どもの権利を守るための相談先などで、知っているものがあれば、いくつでも選んでください。（複数選択可） 

11-2 問１１-1 で、「そのほか」を選んだ人は、内容を教えてください。 

12 なぜ、いまの場所（施設や里親さんの家）で暮らすのか、児童相談所の人は、あなたに説明してくれましたか？ 

13-1 いま、あなたが安心できる場所、ここにいたいと思える場所はどこですか？（複数選択可） 

13-2 問１３-1 で「そのほか」を選んだ人は、内容を教えてください。 

13-3 問１３-1 で「安心できる場所はない」を選んだ人は、どんな場所があると安心できると思いますか？ 

14 最後に、あなたが伝えたいことや、このアンケートの感想などがあれば、自由に書いてください。 

 

Ⅲ アンケート調査結果 

 

１ アンケート回答率・回答状況 （問 1～問 3 を基に集計） 

（１）回答数内訳 

配布数 ７２件 

回答数 ５３件 （郵送回答 ４８件 /Web 回答５件） 

 

（２）措置先別回答率 

 児童養護施設 ファミリーホーム 里親 未回答・不明 合計 

対象者（人） 52 4 16 ― 72 

回答者（人） 39 2 10 2 53 

回答率 75.0% 50.0% 62.5% ― 73.6% 

   

（３）男女別回答数 

施設 児童養護施設 
ファミリー

ホーム 
里親さんの家 未回答・不明 

合計 

性別 女子 男子 女子 女子 男子 男子 未回答 

回答数 18 21 2 4 6 1 1 53 

 

（４）年齢別回答数 

年齢 児童養護施設 ファミリーホーム 里親 未回答・不明 合計 

6 歳 1 0 1 0 2 
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7 歳 2 0 0 1 3 

8 歳 2 0 1 0 3 

9 歳 4 0 0 0 4 

10 歳 3 0 1 0 4 

11 歳 1 0 0 0 1 

12 歳 5 1 0 0 6 

13 歳 1 0 2 0 3 

14 歳 6 1 2 0 9 

15 歳 4 0 1 0 5 

16 歳 2 0 0 0 2 

17 歳 4 0 0 0 4 

18 歳 3 0 2 0 5 

19 歳 1 0 0 0 1 

未回答 0 0 0 1 1 

合計 39 2 10 2 53 

 

 

 

２ アンケート回答結果 （問 4～問 14） 

（問 4-1） いま、心配なこと、つらいことがあれば教えてください。（複数選択可） 

  児童養護施設 
ファミリーホ

ーム 
里親 不明・未回答 合計 比率 

回答者比率

(/53 人) 

いま住んでいる家のこと 4 0 2 0 6 6.9% 11.3% 

いまの自分のこと 5 2 0 0 7 8.0% 13.2% 

家族のこと 6 0 1 0 7 8.0% 13.2% 

友だちのこと 5 0 0 0 5 5.7% 9.4% 

学校のこと 4 0 0 0 4 4.6% 7.5% 

勉強や習い事のこと 8 1 0 0 9 10.3% 17.0% 

受験のこと 9 1 0 0 10 11.5% 18.9% 

0

2

4

6

8

10

6歳 7歳 8歳 9歳 10歳 11歳 12歳 13歳 14歳 15歳 16歳 17歳 18歳 19歳 未回答

年齢別回答数

児童養護施設 ファミリーホーム 里親 未回答・不明
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将来のこと 9 2 0 0 11 12.6% 20.8% 

そのほか (質問 4-2 へ) 2 0 0 0 2 2.3% 3.8% 

特になし 17 0 8 1 26 29.9% 49.1% 

合計 69 6 11 1 87 100.0% - 

（参考）回答者数 39 2 10 2 53 - - 

 

(問 5)心配なこと、困っていること、つらいことを聞いてくれる人はいますか？ 

  児童養護施設 ファミリーホーム 里親 不明・未回答 合計 比率 

はい 32 2 8 1 43 81.1% 

いいえ 5 0 1 0 6 11.3% 

だれにも話さない 

・話したくない 
1 0 1 1 3 5.7% 

未回答 1 0 0 0 1 1.9% 

合計 39 2 10 2 53 100.0% 

 

0 5 10 15 20 25 30

いま住んでいる家のこと

いまの自分のこと

家族のこと

友だちのこと

学校のこと

勉強や習い事のこと

受験のこと

将来のこと

そのほか (質問4-2へ)

特になし

いま、心配なこと、つらいこと

児童養護施設 ファミリーホーム 里親 不明・未回答

0

10

20

30

40

50

はい いいえ だれにも話さない

・話したくない

未回答

心配なこと、困っていること、

つらいことを聞いてくれる人がいる

児童養護施設 ファミリーホーム 里親 不明・未回答
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(問 6)ふだん、あなたの気持ちや意見は、どのぐらい聞いてもらえると感じますか？ 

  児童養護施設 ファミリーホーム 里親 不明・未回答 合計 比率 

たくさん聞いてもらえる 18 2 7 0 27 50.9% 

すこしは聞いてもらえる 10 0 1 1 12 22.6% 

あまり聞いてもらえない 3 0 0 0 3 5.7% 

聞いてもらえない 0 0 0 0 0 0.0% 

わからない 8 0 1 0 9 17.0% 

未回答 0 0 1 1 2 3.8% 

合計 39 2 10 2 53 100.0% 

 

(問 7)ふだん、あなたの気持ちや意見は大切にされていると感じますか？ 

  児童養護施設 ファミリーホーム 里親 不明・未回答 合計 比率 

大切にされている 21 2 7 1 31 58.5% 

大切にされていない 2 0 0 0 2 3.8% 

わからない 15 0 2 0 17 32.1% 

未回答 1 0 1 1 3 5.7% 

合計 39 2 10 2 53 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 5 10 15 20 25 30

たくさん聞いてもらえる

すこしは聞いてもらえる

あまり聞いてもらえない

聞いてもらえない

わからない

未回答

ふだん、あなたの気持ちや意見は、どのぐらい聞いてもらえると感じますか？

児童養護施設 ファミリーホーム 里親 不明・未回答

0 5 10 15 20 25 30 35

大切にされている

大切にされていない

わからない

未回答

ふだん、あなたの気持ちや意見は大切にされていると感じますか？

児童養護施設 ファミリーホーム 里親 不明・未回答
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(問 8)あなたの気持ちや意見を伝えた人は、あなたの気持ちや意見を聞いたあと、どうするか説明してくれ

ますか？ 

  児童養護施設 ファミリーホーム 里親 不明・未回答 合計 比率 

説明してくれる 25 2 8 1 36 67.9% 

説明してくれない 2 0 0 0 2 3.8% 

わからない 11 0 1 0 12 22.6% 

未回答 1 0 1 1 3 5.7% 

合計 39 2 10 2 53 100.0% 

 

 

（問 9-1）「子どもの権利」ノートは持っていますか？ 

  児童養護施設 ファミリーホーム 里親 不明・未回答 合計 比率 

持っている  24 2 5 0 31 58.5% 

持っていない 4 0 1 0 5 9.4% 

わからない 10 0 3 1 14 26.4% 

未回答 1 0 1 1 3 5.7% 

合計 39 2 10 2 53 １００.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 5 10 15 20 25 30 35 40

説明してくれる

説明してくれない

わからない

未回答

あなたの気持ちや意見を伝えた人は、あなたの気持ちや意見を聞いたあと、ど

うするか説明してくれますか？

児童養護施設 ファミリーホーム 里親 不明・未回答

0 5 10 15 20 25 30 35

持っている

持っていない

わからない

未回答

「子どもの権利」ノートは持っていますか？

児童養護施設 ファミリーホーム 里親 不明・未回答
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（問 9-2）問 9-1で「持っている」を選んだ人は、教えてください。どんなことが書いてあるか知っています

か？ 

 児童養護施設 ファミリーホーム 里親 不明・未回答 合計 比率 

知っている 20 1 4 0 25 80.6% 

知らない・わからない 4 0 0 0 4 12.9% 

未回答 0 1 1 0 2 6.5% 

合計 24 2 5 0 31 １００.0% 

 

 

(問 10)「子どもの権利」は、以下の種類があります。知っているものがあったら教えてください。 

 ※「豊島区子どもの権利に関する条例」に規定する子どもの権利を提示 

    児童養護施設 ファミリーホーム 里親 不明・未回答 合計 比率 

安心して生き

ること 

知っている 34 1 9 1 45 84.9% 

知らなかった 4 1 0 0 5 9.4% 

未回答 1 0 1 1 3 5.7% 

個性が尊重さ

れること 

知っている 36 1 8 1 46 86.8% 

知らなかった 2 1 1 0 4 7.5% 

未回答 1 0 1 1 3 5.7% 

自分で決める

こと 

知っている 34 1 9 1 45 84.9% 

知らなかった 3 1 0 0 4 7.5% 

未回答 2 0 1 1 4 7.5% 

思いを伝える

こと 

知っている 33 1 8 1 43 81.1% 

知らなかった 4 1 1 0 6 11.3% 

未回答 2 0 1 1 4 7.5% 

かけがえの 

ない時を 

過ごすこと 

知っている 33 1 8 1 43 81.1% 

知らなかった 4 1 1 0 6 11.3% 

未回答 2 0 1 1 4 7.5% 

0 5 10 15 20 25 30

知っている

知らない・わからない

未回答

問9-1で「持っている」を選んだ人は、教えてください。どんなことが

書いてあるか知っていますか？

児童養護施設 ファミリーホーム 里親 不明・答えたくない
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社会の中で育

つこと 

知っている 34 1 7 1 43 81.1% 

知らなかった 3 1 2 0 6 11.3% 

未回答 2 0 1 1 4 7.5% 

支援を求める

こと 

知っている 32 1 9 1 43 81.1% 

知らなかった 5 1 0 0 6 11.3% 

未回答 2 0 1 1 4 7.5% 

0 20 40 60

知っている

知らなかった

未回答

個性が尊重されること

児童養護施設 ファミリーホーム

里親 不明・未回答

0 20 40 60

知っている

知らなかった

未回答

安心して生きること

児童養護施設 ファミリーホーム

里親 不明・未回答

0 20 40 60

知っている

知らなかった

未回答

自分で決めること

児童養護施設 ファミリーホーム

里親 不明・未回答

0 20 40 60

知っている

知らなかった

未回答

思いを伝えること

児童養護施設 ファミリーホーム

里親 不明・未回答

0 20 40 60

知っている

知らなかった

未回答

かけがえのない時を過ごすこと

児童養護施設 ファミリーホーム

里親 不明・未回答

0 20 40 60

知っている

知らなかった

未回答

社会の中で育つこと

児童養護施設 ファミリーホーム

里親 不明・未回答
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 (問 11)子どもの権利を守るための相談先などで知っているものがあれば、いくつでも選んでください。 

 (複数選択可) 

 児童養護施設 
ファミリー 

ホーム 
里親 不明・未回答 合計 比率 

回答者比率 

（/53 人) 

児童相談所の人 28 2 7 1 38 33.3% 71.7% 

子どもの権利ノート 20 1 5 0 26 22.8% 49.1% 

あなたが住んでいる施設にあ

る、意見を入れる箱やポスト 
24 1 0 0 25 21.9% 47.2% 

あなたが住んでいる施設に来

て、話を聞いてくれる人（第三

者委員） 

15 1 3 0 19 16.7% 35.8% 

なやミミフリーダイヤル 2 0 1 0 3 2.6% 5.7% 

としま子どもの権利相談室 1 0 0 0 1 0.9% 1.9% 

アシスとしま 0 0 0 0 0 0.0% 0.0% 

そのほか 2 0 0 0 2 1.8% 3.8% 

合計 92 5 16 1 114 100.0% - 

（参考）回答者数 39 2 10 2 53 - - 

0 5 10 15 20 25 30 35 40

児童相談所の人

子どもの権利ノート

あなたが住んでいる施設にある、意見を入れる箱…

あなたが住んでいる施設に来て、話を聞いくれる…

なやミミフリーダイヤル

としま子どもの権利相談室

アシスとしま

そのほか

子どもの権利を守るための相談先などで、知っているものがあれば、

いくつでも選んでください。

児童養護施設 ファミリーホーム 里親 不明・未回答

0 20 40 60

知っている

知らなかった

未回答

支援を求めること

児童養護施設 ファミリーホーム

里親 不明・未回答
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（問 12）なぜ、いまの場所（施設や里親さんの家）で暮らすのか、児童相談所の人は、あなたに説明してくれ

ましたか？ 

  児童養護施設 ファミリーホーム 里親 不明・未回答 合計 比率 

はい 30 2 9 1 42 79.2% 

いいえ 6 0 1 0 7 13.2% 

わからない・なんと

も言えない 
2 0 0 0 2 3.8% 

未回答 1 0 0 1 2 3.8% 

合計 39 2 10 2 53 １００.0% 

 

 

 

(問 13-1)いま、あなたが安心できる場所、ここにいたいと思える場所はどこですか？（複数選択可） 

  
児童養護

施設 

ファミリー 
里親 不明・未回答 合計 比率 

回答者比率 

ホーム (/53 人) 

いま住んでいる施設（児童養

護施設） 
22 0 0 1(*3) 22 18.0% 56.4%（＊１） 

いま住んでいる里親さんの家 0 2 7 1(*3) 9 7.4% 75.0%（＊２） 

親と一緒に住んでいた家 13 0 1 0 14 11.5% 26.4% 

おじいさん・おばあさんの家 5 0 0 0 5 4.1% 9.4% 

友だちの家 9 0 2 0 11 9.0% 20.8% 

学校 8 1 3 1 13 10.7% 24.5% 

児童館・学童クラブ 2 0 1 0 3 2.5% 5.7% 

図書館 3 2 2 1 8 6.6% 15.1% 

公園 1 0 3 0 4 3.3% 7.5% 

0 10 20 30 40 50

はい

いいえ

わからない・なんとも言えない

未回答

なぜ、いまの場所（施設や里親さんの家）で暮らすのか、

児童相談所の人は、あなたに説明してくれましたか？

児童養護施設 ファミリーホーム 里親 不明・未回答
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塾・習いごとの教室、スポーツ

クラブなど 
1 0 5 0 6 4.9% 11.3% 

お店（ゲームセンター、ハンバ

ーガー、ショッピングセンター

など） 

10 1 3 0 14 11.5% 26.4% 

相談したり、話を聞いてくれ

る場所 
4 0 1 0 5 4.1% 9.4% 

そのほか 5 1 0 0 6 4.9% 11.3% 

安心できる場所はない 2 0 0 0 2 1.6% 3.8% 

合計 85 7 28 2 122 100.0% - 

(参考)回答者数 39 2 10 2 53 - - 

※1 母数は、児童養護施設の回答数（39 件）としている。 

※2  母数は、ファミリーホーム・里親の回答数（12 件）としている。 

※3 委託先が不明・未回答のため、合計数から除外している。 

 

（問 13-2）問 13-1で「そのほか」を選んだ人は、内容を教えてください。 

施設 回答内容 

児童養護施設 自分の部屋 

児童養護施設 バイト先 

児童養護施設 彼氏の家 

児童養護施設 児童相談所 

児童養護施設 兄弟のいる場所 

0 5 10 15 20 25

いま住んでいる施設（児童養護施設）

いま住んでいる里親さんの家

親と一緒に住んでいた家

おじいさん・おばあさんの家

友だちの家

学校

児童館・学童クラブ

図書館

公園

塾・習いごとの教室、スポーツクラブなど

お店（ゲームセンター、ハンバーガー、ショッピングセ…

相談したり、話を聞いてくれる場所

そのほか

安心できる場所はない

いま、あなたが安心できる場所、ここにいたいと思える場所はどこですか？

児童養護施設 ファミリーホーム 里親 不明・未回答
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（問 13-3）問 13-1で「安心できる場所はない」を選んだ人は、内容を教えてください。 

   「一人で暮らしたい」などの回答があった。 

 

（問 14）最後に、あなたが伝えたいことや、このアンケートの感想などがあれば、自由に書いてください。 

  「皆が自分らしくいられるようになって欲しいと心から思った」、「権利ノートについて再び確認できた」、

「子どもの意見を尊重してください（第一に）」、「気持ちがすっきりしたのでよかった」などの回答があっ

た。 

 

 

■２ 社会的養護経験者へのアンケート 

 

Ⅰ アンケート概要 

 

１ アンケートの目的 

  「豊島区社会的養育推進計画（令和７年度～令和１１年度）」を策定するにあたり、当事者である社会的養護

経験者の意見や気持ちを、計画に最大限反映するために、現在の状況・必要な支援・当時の意見表明等に関

するアンケートを実施しました。 

 

２ アンケート方法 

豊島区にて連絡が取れる対象者については、直接対象者にアンケート資料を郵送し、連絡がとれない対象

者については、過去に在籍していた児童養護施設の職員を通じて、アンケート資料を配布しました。 

回答方法は多くの回答を得られるように、郵送とＷｅｂの選択制としました。 

 

３ アンケート対象 

社会的養護経験者（区児童相談所設置後に自立した若者） ９名 

 

４ アンケート実施期間 

・郵送方式  令和６年７月１２日（金） ～令和６年７月３１日（水） 

・Ｗｅｂ方式  令和６年７月１２日（金） ～令和６年７月３１日（水） 

 

 

Ⅱ アンケート項目一覧  

 

問 内容 

1-1 退所直後の進路を教えてください。 

1-2-1 問 1-1 で「就職」と回答した方は、雇用形態を教えてください。 

1-2-2 問 1-1 で「就職」と回答した方は、現在の状況を教えてください。 

1-3 問 1-1 で「進学」と回答した方は、現在の状況を教えてください。 

1-4 問 1-1 で「未定だった」と回答した方は、現在の状況を教えてください。 

2 月々の家計の状況を教えてください。 
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3 現在の健康状態について教えてください。 

4 最近 1 か月の間に、健康上の理由で寝込んだり、普段の活動ができなかった日がありましたか。 

5-1 過去 1 年間に病院や歯医者などを受診できなかったことはありますか？ 

5-2 問 5-1 で「あった」と回答した方は、受診できなかった理由を教えてください。 

6 病院や歯医者などを受診した時の支払方法を教えてください。 

7 生活していた施設・里親家庭とどの位のペースで連絡を取っていますか。 

8 
施設で生活していた人との交流や、施設・里親家庭で生活した経験を持つ人たちの団体などどのつながりがあり

ますか。 

9 困ったときに、だれに相談しますか。 

10-1 施設や里親家庭で生活することが決まる時、児童相談所の職員（児童福祉司）は、理由を説明してくれましたか。 

10-2 問 1０-1 で「説明してくれた」と回答した方は、説明を聞いてどう思いましたか。 

11-1 児童相談所の職員（児童福祉司）に、話したいことや意見・希望などを伝えられましたか。 

11-2 問 11-1 で「伝えられなかった」と回答した方は、伝えられなかった理由があれば教えてください。 

12 
児童相談所の職員（児童福祉司）の対応について、「こうしてほしかった」と思うことなどあれば記入してくださ

い。 

13-1 施設職員や里親に、あなたは日常的に、話したいことや意見・希望などを伝えられましたか。 

13-2 問 1３-1 で「伝えられなかった」と回答した方は、伝えられなかった理由があれば教えてください。 

14 
施設や里親家庭での生活や、施設職員や里親の対応について、「こうしたかった」、「こうしてほしかった」 

と思うことなどあれば記入してください。 

15-1 
一時保護所に入所経験がある方のみ回答してください。 

一時保護所に入所するとき、児童相談所の職員（児童福祉司）は、あなたに理由を説明してくれましたか。 

15-2 
問 1５-1 で「説明してくれた」と回答した方は、説明を聞いてどう思いましたか。（理解できた・できなかった、納

得できた・できなかったなど） 

16-1 一時保護所の職員に、日常的に、話したいことや意見・希望などを伝えられましたか。 

16-2 問 1６-1 で「伝えられなかった」と回答した方は、伝えられなかった理由があれば教えてください。 

17 
一時保護所での生活や、一時保護所の職員の対応について、「こうしたかった」「こうしてほしかった」と思うこと

などあれば記入してください。 

18-1 退所に向けて不安・心配だったことについて教えてください。（複数選択可） 

18-2 問 18-1 で「その他」を選んだ人は、内容を詳しく教えてください。 

19-1 退所に向けてどのようなサポートを受けましたか。（複数選択可） 

19-2 問 19-1 で「その他」を選んだ人は、内容を詳しく教えてください 

20 
退所に向けたサポートについて、感じたことや改善してほしいこと（こんなサポートがあると良かった、など）など

あれば記入してください。 

21-1 
退所後に、施設・里親（フォスタリング機関を含む）や、その他の支援機関などから受けた（受けている）サポートが

あれば教えてください。 

21-2 問 21-1 で「その他」を選んだ人は、内容を詳しく教えてください。 

22-1 現在の暮らしの中で困っていることや不安なこと、心配なことがあれば教えてください。 

22-2 問 22-1 で「その他」を選んだ人は、内容を詳しく教えてください。 

23-1 いま、あなたが必要とするサポートは何ですか。 
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23-2 問 23-1 で「その他」を選んだ人は、内容を詳しく教えてください。 

24 
豊島区では、施設・里親家庭から巣立つ方・巣立った方に、以下の支援を行っています。豊島区の支援をより良く

するために、改善すべき点や、要望などあれば記入してください。 

25 その他の意見や要望、伝えたいことなどがあれば記入してください。 

26 最後に、あなたの氏名、年齢などを教えてください。 

 

 

Ⅲ アンケート調査結果 

 

１ アンケート回答率・回答状況  

  配布数 ９件 

  回答数 ２件 （郵送回答 １件 /Web 回答１件） 

  回答率 ２２．２% 

 

２ アンケート回答結果 

（問 1-1）退所直後の進路を教えてください。             

選択肢 件数 比率 

就職（すでに就労していた場合も含む）  0 ０.0％ 

進学 1 ５０.0％ 

未定だった  0 ０.0％ 

その他              1 50.0％ 

合計 ２ 100.0％ 

 

（問 1-3）進学後の現在の状況を教えてください。 

      

 

（問 2） 月々の家計の状況を教えてください。 

回答 件数 比率 

収入の方が多い 1 50.0％ 

収入と支出はほとんど同じ 1 50.0％ 

支出の方が多い（赤字）  0 0.0％ 

わからない  0 0.0％ 

合計 ２ 100.0％ 

 

（問 3） 現在の健康状態について教えてください。  

回答 件数 比率 

健康  ０ 0.0％ 

通院している  ０ 0.0％ 

入院している  ０ 0.0％ 

同じ学校に通っている 
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通院していないが体調が悪い 1 50.0％ 

障害・難病認定を受けている 1 50.0％ 

その他  ０ 0.0％ 

合計 ２ 100.0％ 

 

（問 4） 最近 1か月の間に、健康上の理由で寝込んだり、普段の活動ができなかった日がありましたか。 

回答 件数 比率 

あった（1～3 日）  ０ ０.0％ 

あった（4～6 日）  ０ ０.0％ 

あった（7～9 日）  ０ ０.0％ 

あった（1０日以上）  ０ ０.0％ 

なかった 1 50.0％ 

未回答 1 50.0％ 

合計 ２ 100.0％ 

 

（問 5） 過去 1年間に病院や歯医者などを受診できなかったことはありますか？ 

回答 件数 比率 

あった  ０ 0.0％ 

なかった 1 50.0％ 

未回答 1 50.0％ 

合計 ２ 100.0％ 

 

（問 6） 病院や歯医者などを受診した時の支払方法を教えてください。 

回答 件数 比率 

保険証を使用 2 100.0％ 

医療券・調剤券を使用  ０ ０.0％ 

全額自費負担 ０  ０.0％ 

その他  ０ ０.0％ 

合計 ２ １００.0％ 

 

（問 7） 生活していた施設・里親家庭とどの位のペースで連絡を取っていますか。 

回答 件数 比率 

週 1 回以上  ０ ０.0％ 

月に 1 回以上 1 50.0％ 

2～3 か月に 1 回程度 1 50.0％ 

半年に 1 回程度  ０ ０.0％ 

1 年に 1 回程度  ０ ０.0％ 

1 年に 1 回以下  ０ ０.0％ 

合計 ２ １００.0％ 
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（問 8） 施設で生活していた人との交流や、施設・里親家庭で生活した経験を持つ人たちの団体などどのつ

ながりがありますか。 

    

 

 

 

 

 

 

 

（問 9） 困ったときに、だれに相談しますか。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問 10） 施設や里親家庭で生活することが決まる時、児童相談所の職員（児童福祉司）は、理由を説明して

くれましたか。 

       

 

 

 

 

 

（問 11） 児童相談所の職員（児童福祉司）に、話したいことや意見・希望などを伝えられましたか。 

回答 件数 比率 

伝えられた 1 ５０.0％ 

伝えられなかった 1 ５０.0％ 

合計 ２ １００.0％ 

回答 件数 比率 

同じ施設で生活していた人たちとの交流（集まりや同窓会など）がある  ０ ０.0％ 

施設・里親家庭で生活した経験を持つ人たちの団体などとのつながりがある  ０ ０.0％ 

上記以外の支援団体や集まりとのつながりがある  ０ ０.0％ 

上記のいずれともつながりはないが、つながりを持ちたい  ０ ０.0％ 

上記のいずれともつながりはないが、つながりを持たなくてよい 2 １００.0％ 

合計 ２ 100.0％ 

回答 件数 比率 

友人（施設・里親家庭の経験あり）  ０ ０.0％ 

友人（施設・里親家庭の経験なし） 2 ５０.0％ 

交際中の人・配偶者（結婚相手）  ０ ０.0％ 

親 1 25.0％ 

元里親  ０ ０.0％ 

兄弟  ０ ０.0％ 

祖父母・親せき  ０ ０.0％ 

施設の（元）職員  ０ ０.0％ 

支援機関の人  ０ ０.0％ 

児童相談所の人 1 ２５.0％ 

いない  ０ 0.0％ 

相談したいとは思わない  ０ ０.0％ 

その他  ０ ０.0％ 

合計 ４ １００.0％ 

回答 件数 比率 

説明してくれた  ０ ０.0％ 

説明してくれなかった  ０ ０.0％ 

わからない・覚えていない 2 100.0％ 

合計 ２ １００.0％ 
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(問 12)  児童相談所の職員（児童福祉司）の対応について、「こうしてほしかった」と思うことなどあれば記

入してください。（回答者１名：児童相談所職員への要望） 

 

（問 13-1） 施設職員や里親に、あなたは日常的に、話したいことや意見・希望などを伝えられましたか。 

回答 件数 比率 

伝えられた 1 ５０.0％ 

伝えられなかった 1 ５０.0％ 

合計 ２ １００.0％ 

 

（問 13-2） 問 13-1で「伝えられなかった」と回答した方は、伝えられなかった理由があれば教えてくださ

い。 

      （対象者１名） 

回答 件数 

未回答 1 

 

（問 14） 施設や里親家庭での生活や、施設職員や里親の対応について、「こうしたかった」、「こうしてほしか

った」と思うことなどあれば記入してください。 

      （対象者２名） 

       

 

 

-------＜問 15～問 17 は、一時保護所に入所経験がある方のみ回答（対象者：１名）>------------------ 

 

（問 15） 一時保護所に入所するとき、児童相談所の職員（児童福祉司）は、あなたに理由を説明してくれま

したか。 

回答 件数 

説明してくれた   ０ 

説明してくれなかった  ０ 

わからない・覚えていない 1 

 

（問 16） 一時保護所の職員に、話したいことや意見・希望などを伝えられましたか。 

     

 

 

 

 

 

 

（問 17） 一時保護所での生活や、一時保護所の職員の対応について、「こうしたかった」「こうしてほしかっ

た」と思うことなどあれば記入してください。 

回答 件数 

未回答 2 

回答 件数 

伝えられた  ０ 

伝えられなかった  ０ 

未回答 1 
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（問 18） 退所に向けて不安・心配だったことについて教えてください。（複数選択可） 

回答 件数 比率 

学校のこと 2 20.0% 

仕事のこと 1 10.0% 

生活費・学費のこと 2 20.0% 

住まいのこと 0 0.0% 

借金のこと 0 0.0% 

家族・親せきのこと 1 10.0% 

人間関係（孤独感など） 0 0.0% 

健康のこと（身体面） 1 10.0% 

健康のこと（精神面） 1 10.0% 

家事・食事のこと 0 0.0% 

将来のこと 2 20.0% 

特になかった 0 0.0% 

その他 0 0.0% 

合計 10 100.0% 

 

（問 19） 退所に向けてどのようなサポートを受けましたか。（複数選択可） 

回答 件数 比率 

退所後の相談先や相談方法の案内   0 0.0% 

就職活動のサポート 0 0.0% 

退所後の住まい探し・同行   2 20.0% 

生活費のシミュレーション   2 20.0% 

家事の練習 1 10.0% 

医療保険、年金、行政サービスの利用方法などの説明 2 20.0% 

保証人の確保 0 0.0% 

奨学金など経済的支援の案内 2 20.0% 

職場訪問 0 0.0% 

一人暮らし体験 1 10.0% 

退所後の不安についての相談   0 0.0% 

サポートはなかった 0 0.0% 

その他 →問 19－2 へ 0 0.0% 

合計 10 100.0% 

 

（問 20） 退所に向けたサポートについて、感じたことや改善してほしいこと（こんなサポートがあると良か

った、など）などあれば記入してください。 

回答 件数 

未回答 1 
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       （対象者２名） 

  

 

 

（問 21） 退所後に、施設・里親（フォスタリング機関を含む）や、その他の支援機関などから受けた（受けてい

る）サポートがあれば教えてください。 

回答 件数 比率 

各種イベントや交流会   0 0.0% 

日常的な相談（雑談、心配事、トラブル相談など） 1 25.0% 

学業のサポート   0 0.0% 

食事の提供   1 25.0% 

住まい探し   0 0.0% 

就職先探し   0 0.0% 

奨学金・給付金などの申請のサポート   2 50.0% 

金銭管理のサポート   0 0.0% 

サポートは受けていない   0 0.0% 

その他 0 0.0% 

合計 4 100.0% 

 

（問 22） 現在の暮らしの中で困っていることや不安なこと、心配なことがあれば教えてください。 

回答 件数 件数 

学校のこと   1 7.7% 

仕事のこと   2 15.4% 

生活費・学費のこと   2 15.4% 

住まいのこと 2 15.4% 

借金のこと   0 0.0% 

家族・親せきのこと   1 7.7% 

人間関係（孤独感など） 0 0.0% 

健康のこと（身体面）  2 15.4% 

健康のこと（精神面）  1 7.7% 

家事・食事のこと 0 0.0% 

将来のこと   2 15.4% 

特にない   0 0.0% 

その他 0 0.0% 

合計 13 100.0% 

       

（問 23） いま、あなたが必要とするサポートは何ですか。 

回答 件数 比率 

相談・情報提供（SNS などでの日常的な相談、医療や行政サービスなどの情報提供など）  ０ ０％ 

回答 件数 

未回答 2 
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経済的支援（奨学金や生活費の支援、食品・生活用品の支援など） 2 100.0％ 

退所者同士が交流や情報交換できる場の提供  ０ ０％ 

特にない  ０ ０％ 

その他  ０ ０％ 

合計 ２ 100.0％ 

 

（問 24） 豊島区では、施設・里親家庭から巣立つ方・巣立った方に、以下の支援を行っています。 

豊島区の支援をより良くするために、改善すべき点や、要望などあれば記入してください。 

       （対象者２名） 

       

 

 

（問 25） その他の意見や要望、伝えたいことなどがあれば記入してください。 

       （対象者２名） 

 

 

 

 

 

■３ 母子生活支援施設入所児童へのアンケート 
 

Ⅰ アンケート概要 

 

１ アンケートの目的 

  「豊島区社会的養育推進計画（令和７年度～令和１１年度）」を策定するにあたり、当事者である子どもの意

見や気持ちを、計画に最大限反映するために、また、子どもへの意見聴取と計画への反映へのプロセスによ

り、子どもにとってのエンパワーメントに資することを目的に、アンケートを実施しました。 

 

２ アンケート方法 

  豊島区内にある母子生活支援施設に入所している児童を対象に、区職員が直接アンケート用紙を配布し、

無記名にてアンケートに回答してもらいました。 

 

３ アンケート対象 

  豊島区内にある母子生活支援施設に入所している児童 ６名 

 

４ アンケート実施日 

   令和６年７年２３月（火） 

 

 

 

回答 件数 

未回答 2 

回答 件数 

未回答 2 
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Ⅱ アンケート項目一覧 

 

問 内容 

1 あなたの性別は何ですか？ 

2 あなたは何歳ですか？ 

3-1 いま、心配なこと、つらいことがあれば教えてください。（複数選択可） 

3-2 問３-1 で、「そのほか」を選んだ人は、内容を教えてください。 

4-1 心配なこと、困っていること、つらいことを聞いてくれる人はいますか？ 

4-2 問 4-2 で、「はい」を選んだ人は教えてください。聞いてくれる人は、だれですか（複数選択可） 

５ ふだん、あなたの気持ちや意見は、どのぐらい聞いてもらえると感じますか？ 

６ ふだん、あなたの気持ちや意見は大切にされていると感じますか？ 

７ あなたの気持ちや意見を伝えた人は、あなたの気持ちや意見を聞いたあと、どうするか説明してくれますか？ 

8 「子どもの権利」は、下のような種類があります。知っているものがあったら教えてください。 

  １ 安心して生きること 

  ２ 個性が尊重されること 

  3 自分で決めること 

  ４ 思いを伝えること 

  ５ かけがえのない時を過ごすこと 

  ６ 社会の中で育つこと 

  ７ 支援を求めること 

９ 子どもの権利を守るための相談先などで、知っているものがあれば、いくつでも選んでください。（複数選択可） 

10 いま暮らしている施設は、安全で、暮らしやすいですか？ 

11 いま暮らしている施設の大人の人たちは、あなたやお母さんを大切にしてくれますか？ 

12-1 いま、あなたが安心できる場所、ここにいたいと思える場所はどこですか？（複数選択可） 

１２-2 質問１2-1 で「そのほか」を選んだ人は、内容を教えてください。 

１２-3 質問１2-1 で「安心できる場所はない」を選んだ人は、どんな場所があると安心できると思いますか？ 

１３ 最後に、あなたが伝えたいことや、このアンケートの感想などがあれば、自由に書いてください。 

 

Ⅲ アンケート調査結果 

 

１ アンケート回答率・回答状況 （問 1～問 2 を基に集計） 

（１） 回答数内訳 

  配布数 6 件 

  回答数 4 件  

  回答率 66.7% 

 

（２） 年齢別回答数 

年齢 件数 

8 歳 1 
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9 歳 1 

10 歳 1 

13 歳 1 

合計 4 

 

２ アンケート回答結果 （問３～問 1３） 

（問 3-1） いま、心配なこと、つらいことがあれば教えてください。（複数選択可） 

回答 件数 比率 

いま住んでいる家・施設のこと 1 25.0% 

いまの自分のこと 0 0.0% 

家族のこと 0 0.0% 

友だちのこと 1 25.0% 

学校のこと 0 0.0% 

勉強や習い事のこと 0 0.0% 

受験のこと 0 0.0% 

将来のこと 0 0.0% 

そのほか 0 0.0% 

特にない 2 50.0% 

合計 4 100.0% 

 

（問 4-1）心配なこと、困っていること、つらいことを聞いてくれる人はいますか？ 

回答 件数 比率 

はい ３ 75.0％ 

いいえ ０ ０％  

未回答 １ 25.0％ 

合計 ４ １００％ 

 

（問 4-2）問 4－1で「はい」を選んだ人は教えてください。聞いてくれる人は、だれですか？（複数選択可） 

回答 件数 比率 

お母さん 3 42.9% 

いま住んでいる施設の大人の人たち 0 0.0% 

友だち 1 14.3% 

学校の先生・カウンセラー 1 14.3% 

きょうだい 0 0.0% 

おじいさん・おばあさん 1 14.3% 

塾や習い事の先生 0 0.0% 

児童相談所の人 1 14.3% 

そのほか 0 0.0% 

合計 7 100.0% 
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（問 5）ふだん、あなたの気持ちや意見は、どのぐらい聞いてもらえると感じますか？ 

回答 件数 比率 

たくさん聞いてもらえる 2 50.0％ 

すこしは聞いてもらえる  0 0.0％ 

あまり聞いてもらえない 1 25.0％ 

聞いてもらえない  0 0.0％ 

わからない 1 25.0％ 

合計 ４ １００.0％ 

 

(問 6) ふだん、あなたの気持ちや意見は大切にされていると感じますか？ 

回答 件数 比率 

大切にされている 2 50.0％ 

大切にされていない  ０ ０.0% 

わからない 2 50.0％ 

合計 ４ １００.0％ 

 

(問 7) あなたの気持ちや意見を伝えた人は、あなたの気持ちや意見を聞いたあと、どうするか説明し

てくれますか？ 

回答 件数 比率 

説明してくれる 2 50％ 

説明してくれない  ０ ０ 

わからない 2 50％ 

合計 ４ １００.0％ 

 

（問 8）「子どもの権利」は、下のような種類があります。知っているものがあったら教えてください。 

※「豊島区子どもの権利に関する条例」に規定する子どもの権利を提示 

権利 回答 件数 比率 

１ 安心して生きること 知っている 3 75.0% 

  知らない 1 25.0% 

２ 個性が尊重されること 知っている 4 100.0% 

  知らない 0 0.0% 

３ 自分で決めること 知っている 3 75.0% 

  知らない 1 25.0% 

４ 思いを伝えること 知っている 4 100.0% 

  知らない 0 0.0% 

５ かけがえのない時を過ごすこと 知っている 4 100.0% 

  知らない 0 0.0% 

６ 社会の中で育つこと 知っている 3 75.0% 

  知らない 1 25.0% 
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７ 支援を求めること 知っている 4 100.0% 

  知らない 0 0.0% 

 

（問 9）子どもの権利を守るための相談先などで、知っているものがあれば、いくつでも選んでくださ

い。（複数選択可） 

回答 件数 比率 

子ども家庭支援センターや児童相談所 3 60.0% 

あなたが住んでいる施設にある、意見を入れる箱やポスト 1 20.0% 

なやミミフリーダイヤル 0 0.0% 

としま子どもの権利相談室 1 20.0% 

アシスとしま 0 0.0% 

そのほか 0 0.0% 

合計 5 100.0% 

 

（問 10）いま暮らしている施設は、安全で、暮らしやすいですか？ 

     

 

 

 

 

 

（問 11）いま暮らしている施設の大人の人たちは、あなたやお母さんを大切にしてくれますか？ 

  

 

 

 

 

 

（問 12）いま、あなたが安心できる場所、ここにいたいと思える場所はどこですか？（複数選択可） 

回答 件数 比率 

いま住んでいる施設（母子生活支援施設） 1 14.3% 

前に親と一緒に住んでいた家 1 14.3% 

おじいさん・おばあさんの家 1 14.3% 

友だちの家 0 0.0% 

学校 3 42.9% 

子どもスキップ 0 0.0% 

ジャンプ 0 0.0% 

図書館 0 0.0% 

公園 0 0.0% 

回答 件数 比率 

はい 2 50.0% 

いいえ  ０  ０.0％ 

どちらともいえない 2 50.0% 

合計 ４ １００.0% 

回答 件数 比率 

はい 4 100.0% 

いいえ  ０ ０.0％  

どちらともいえない  ０ ０.0％  

合計 ４ １００.0％ 
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塾、習い事、スポーツクラブなど 0 0.0% 

お店（ゲームセンター、ハンバーガー、ショッピングセンターなど） 1 14.3% 

相談したり、話を聞いてくれる場所 0 0.0% 

そのほか 0 0.0% 

安心できる場所はない（どんな場所がるといいですか？） 0 0.0% 

合計 7 100.0% 

      

（問 13）最後に、あなたが伝えたいことや、このアンケートの感想などがあれば、自由に書いてください。 

 「いろいろなことが知れてよかった」との回答があった。 

 

 

■４ 母子生活支援施設入所保護者へのアンケート 

 

Ⅰ アンケート概要 

 

１ アンケートの目的 

  「豊島区社会的養育推進計画（令和７年度～令和１１年度）」を策定するにあたり、親子を分離せずにケアを

行う支援の構築を検討する上で、当事者である母親の意見や気持ちを計画に反映させるために、入所前の状

況・入所後の状況等に関するアンケートを実施しました。 

 

２ アンケート方法 

 豊島区内にある母子生活支援施設に入所している保護者（母親）を対象に、豊島区職員が直接アンケート用

紙を配布し、無記名にてアンケートに回答してもらいました。なお、その場での回答が難しい場合は、回答後に

郵送してもらいました。 

 

３ アンケート対象 

  母子生活支援施設に入所している保護者（母親） 18 名 

 

４ アンケート実施期間 

実施日 令和６年７月 23 日（火） 

郵送による返送期限：令和６年７月 26 日（金）  

 

Ⅱ アンケート項目一覧 

 

問 内容 

1 いま、あなたは、この施設にきてどれくらいになりますか？ 

2 あなたのお子さんの人数を教えてください。 

3 第１子（最初のお子さん）の妊娠～出産後の期間、生活などを助けてくれる人はいましたか？（複数選択可） 

4 第１子の妊娠～出産後の期間で、「こんな支援があると助かった」と思うものがあれば教えてください。 
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5 施設にくる直前の時期に、困っていたことはなんですか？（特に困っていたことを３つまで選んでください。） 

6 問５で選んだ、困っていたことは、入所後にどのように変わりましたか？ 

7 施設からどのような支援を受けていますか？（複数選択可） 

8 問７で選択した支援の中で、特に「助かった」と思う番号を３つまで記入してください 

9-1 退所後も、母子生活支援施設からの支援を受けたいですか？ 

9-2 問９-1 で「はい」を選んだ方にお聞きします。退所後に受けたい支援はどれですか？（複数選択可） 

10 
区役所などから、「 入所前に受けていた支援」、「 入所期間中に受けている支援」 、「 退所受けたい支援」があれ

ば教えてください。（複数選択可） 

11 
問 10 で、「入所前に受けた支援」が１つもない（支援を受けていなかった）方にお聞きします。支援を受けていな

かった理由を教えてください。（複数選択可） 

12 
「入所前にこんな支援があれば助かった」と思うこと、「入所期間中や退所後にこんな支援があれば助かる」と思

うことがあれば教えてください。 

13 
施設の職員は、今後のあなたの生活の目標や、退所に向けた計画などを決めるときに、あなたやお子さんの意

見・希望を聞いてくれますか？ 

14 ここでの暮らしで良かったと思うことがあれば教えてください 

15 ここでの暮らしで困っていることや、あなたの意見や希望があればなんも書いてください。 

 

Ⅲ アンケート調査結果 

 

１ アンケート回答率・回答状況 

配布数 １８件 

回答数 １４件   

回答率 ７７．８％ 

 

２ アンケート回答結果 （問１～問 1５） 

 

（問1） いま、あなたは、この施設にきてどれくらいになりますか？ 

期間 件数 比率 

半年以内 1 7.1% 

半年から１年以内 5 35.7% 

１年から３年以内 6 42.9% 

３年以上 1 7.1% 

未回答 1 7.1% 

合計 14 100.0% 

 

（問2） あなたのお子さんの人数を教えてください。 

子どもの人数 件数 比率 

1 人 9 64.3% 
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2 人 4 28.6% 

4 人 1 7.1% 

合計 14 100.0% 

 

【年齢分布】 子どもの人数合計 21人 

0

歳 

1 

歳 

2

歳 

3

歳 

4 

歳 

5

歳 

6

歳 

7

歳 

8

歳 

9

歳 

10

歳 

11

歳 

12 

歳 

13

歳 

14

歳 

15

歳 

16

歳 

17

歳 

合

計 

1 4 3 1 0 2 2 1 1 1 2 0 1 1 0 ０ 0 1 21 

 

（問 3）第１子（最初のお子さん）の妊娠～出産後の期間、生活などを助けてくれる人はいましたか？  

回答 件数 比率 

いた 11 78.6% 

いなかった 3 21.4% 

合計 １４ １００.0% 

 

     【助けてくれた人の内訳】（複数選択可） 

回答 件数 
比率 回答者比率 

(/11 人) 

夫 5 35.7% 45.5% 

親族 3 21.4% ２７.3％ 

その他パートナー 0 0.0% 0.0% 

友人など 1 7.1% 9.0% 

その他 

（施設職員、区職員、支援団体等） 
５ 35.7% ４５．５％ 

合計 14 １００.0％ ― 

（参考）回答者数 11 ― ― 

 

（問 4）】第１子の妊娠～出産後の期間で、「こんな支援があると助かった」と思うものがあれば教えてくださ

い。 

回答 件数 比率 

ある 3 21.4% 

ない 1 7.1% 

未回答 10 71.4% 

合計 14 100.0% 

 

    【「ある」を選択した人の回答】 

      「産後ケア」、「おむつ支援」、「住居支援（提供、紹介）」などの回答があった。 

 

 



100 

（問 5）施設にくる直前の時期に、困っていたことはなんですか？（特に困っていたことを３つまで選んでく

ださい。） 

回答 件数 比率 
回答者比率 

（/１４人） 

お金に関すること 10 23.8% 71.4％ 

住まいに関すること 9 21.4% 64.2% 

子育てに関すること 7 16.7% ５０.0% 

お子さんの保育・教育に関すること 2 4.8% 14.3% 

仕事に関すること 3 7.1% 21.4% 

DV（配偶者暴力）など女性相談に関すること 1 2.4% 7.1% 

離婚に関すること（養育費や面会交流などを含む） 2 4.8% 14.3％ 

あなたの健康状態に関すること 4 9.5% 28.6% 

お子さんとの関係 0 0.0% 0.0% 

お子さんの発達・健康に関すること 2 4.8% 14.3% 

特になかった 0 0.0% 0.0% 

その他 

（家族との不仲、虐待等） 
2 4.8% 14.3% 

合計 42 100.0% ― 

（参考）回答者数 14 ― ― 

 

（問 6）問５で選んだ、困っていたことは、入所後にどのように変わりましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問 7）施設からどのような支援を受けていますか？（複数選択可） 

支援内容 件数 比率 
回答者比率 

（/１４人） 

就労・就職活動支援（相談、同行支援、書類作成など） 7 11.1% 50.0％ 

資格取得支援 1 1.6% 7.1％ 

生活支援（家事の支援、金銭管理の相談など） 6 9.5% 42.9％ 

医療・心理的支援（体調の相談、通院同行、心理カウンセリングなど） 9 14.3% 64.3％ 

お子さんの預かり支援（保育） 7 11.1% 50.0％ 

お子さんの学習支援・遊びの支援 9 14.3% 64.3％ 

お子さんの通園・通学への支援（準備や送迎、保育園・学校との連絡など） 6 9.5% 42.9％ 

回答 件数 比率 

入所前より良くなった（落ち着いた） 12 85.7% 

入所前より悪くなった 0 0.0% 

入所前と変わらない 1 7.1% 

未回答 1 7.1% 

合計 14 100.0% 
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子育てに関する支援（育児、お子さんへの対応や子育て相談等） 10 15.9% 71.4％ 

役所の窓口や学校など公的機関への同行支援 7 11.1% 50.0％ 

その他 1 1.6% 7.1％ 

（学童保育）    

合計 63 100.0% ― 

(参考)回答者数 １４ ― ― 

 

（問 8）問７で選択した支援の中で、特に「助かった」と思う番号を３つまで記入してください。 

支援内容 合計 比率 

就労・就職活動支援（相談、同行支援、書類作成など） 2 7.4% 

資格取得支援 0 0.0% 

生活支援（家事の支援、金銭管理の相談など） 4 14.8% 

医療・心理的支援（体調の相談、通院同行、心理カウンセリングなど） 4 14.8% 

お子さんの預かり支援（保育） 2 7.4% 

お子さんの学習支援・遊びの支援 3 11.1% 

お子さんの通園・通学への支援（準備や送迎、保育園・学校との連絡など） 2 7.4% 

子育てに関する支援（育児、お子さんへの対応や子育て相談等） 6 22.2% 

役所の窓口や学校など公的機関への同行支援 2 7.4% 

その他（施設支援の安心感等） 2 7.4% 

合計 27 100.0% 

 

（問 9-1）退所後も、母子生活支援施設からの支援を受けたいですか？ 

回答 件数 比率 

はい 12 85.7% 

いいえ 2 14.3% 

合計 １４ １００.0% 

 

（問 9-2）問９-1で「はい」を選んだ方にお聞きします。退所後に受けたい支援はどれですか?(複数選択可) 

支援内容 件数 比率 
回答者比率 

（/１４人） 

生活についての相談・支援 6 25.0% 42.9% 

仕事についての相談・支援 1 4.2% 7.1% 

子育てについての相談・支援 10 41.7% 71.4% 

お子さんについての支援（放課後や休日の居場所、学習支援など） 5 20.8% 35.7% 

その他 

（悩みの相談、子どもの居場所） 
2 8.3% 14.3% 

合計 24 100.0% ― 

（参考）回答者数 14 ― ― 
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（問 10）区役所などから、「入所前に受けていた支援」、「入所期間中に受けている支援」 、「退所したら受け

たい支援」があれば教えてください。 

 ＜就労への支援＞ 

就労への支援 
入所前に 入所期間中に 退所後に 

受けた支援 受けている支援 受けたい支援 

自立支援教育訓練給付金、高等職業

訓練促進給付金 
 0  0 2  

高卒認定試験合格支援  0 1  1  

在宅就業推進事業  0  0 2  

ハローワーク、東京しごとセンター  0 4  2  

公共職業訓練  0  0 1  

合計 ０ ５ ８ 

 

＜保育・子育て支援＞ 

保育・子育て支援 
入所前に 入所期間中に 退所後に 

受けた支援 受けている支援 受けたい支援 

保育（延長保育、病児保育ふくむ） 1  6  3  

一時預かり 1  3  2  

学童クラブ 1  2  4  

育児支援ヘルパー（ホームヘルプ）  ０  ０ 4  

ベビーシッター  ０  ０ 2  

ショートステイ、トワイライトステイ  ０ ０  4  

ファミリー・サポート・センター  ０ ０  1  

子どもへの学習支援 1  3  7  

合計 4 13 27 

 

＜経済的支援＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問 11）「入所前に受けた支援」が１つもない（支援を受けていなかった）方にお聞きします。支援を受けてい

なかった理由を教えてください。 

経済的支援 
入所前に 入所期間中に 退所後に 

受けた支援 受けている支援 受けたい支援 

生活保護 6  9  7  

児童手当、児童扶養手当 6  12  9  

母子・父子福祉資金 1  4  4  

ひとり親家庭等医療費助成 5  9  9  

合計 18 34 29 
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（問 1２）「入所前にこんな支援があれば助かった」と思うこと、「入所期間中や退所後にこんな支援があれば

助かる」と思うことがあれば教えてください。 

   「公共職業訓練」、「親の体調不良の際の子ども支援」、「退所後の子どもが遊んだり集まれる機会」などの

回答があった。 

 

（問 13）施設の職員は、今後のあなたの生活の目標や、退所に向けた計画などを決めるときに、あなたやお

子さんの意見・希望を聞いてくれますか？ 

回答 件数 比率 

はい 10 71.4% 

いいえ 1 7.1% 

どちらともいえない 1 7.1% 

未回答 2 14.3% 

合計 14 100.0% 

 

（問 14）ここでの暮らしで良かったと思うことがあれば教えてください。 

（回答者 10 名）「職員が親身に話を聞いてくれる」、「母子ともに体調不良の際の支援が助かる」、「安心し

て生活できる」、「子どもと暮らしていくための課題が明確になった」、「子どもがいろいろな人と関わるこ

とができる」、「（家族との）距離が持ててよかった」などの回答があった。 

 

(問 15) ここでの暮らしで困っていることや、あなたの意見や希望があればなんも書いてください。 

 （回答者 7 名）「区役所の職員にもう少し寄り添ってほしい」、「施設職員によって対応がかなり違う」、「退

所後の生活が心配」、「子どもが希望ややる気が持てるように指導してほしい」などの回答があった。 

 

 

 

 

 

 

回答 件数 比率 

どこに相談すればよいか分からなかった 0 0.0% 

事情を説明するのがいやだった 0 0.0% 

仕事などが忙しくて相談できなかった 0 0.0% 

役所や相談窓口に行くのが大変だった 1 25.0% 

支援を受けたくて相談したが、支援してもらえなかった 1 25.0% 

相談したいと思わなかった 0 0.0% 

その他 

（支援団体の支援を受けていた等） 
2 50.0% 

合計 4 100.0% 
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【参考】アンケート調査票 

① 施設、里親家庭・ファミリーホームで暮らす児童へのアンケート 

 ≪小学校低学年用≫ 
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≪小学校高学年用≫ 
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≪中学生以上用≫ 
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② 社会的養護経験者へのアンケート 
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③ 母子生活支援施設入所児童へのアンケート 
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④ 母子生活支援施設入所保護者へのアンケート 
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４ パブリックコメントの実施 

 

■１ 実施概要 

 

○実施期間：令和６年１１月１日（金曜）から令和６年１１月２９日（金曜） 

○周知方法：広報としま令和６年１０月２１日号、区ホームページ 

○閲覧場所：行政情報コーナー、図書館（雑司が谷図書貸出コーナー除く）、区民事務所、区

民ひろば、子育て支援課、区ホームページ 

○受付方法：電子メール１件 

○意見件数：６件 

 

 

■２ 寄せられた意見と対応 

 
 

該当項目 ご意見等の概要 区の考え方 

１ 

第３章（３ 

代替養育を

必要とする

子どものパ

ーマネンシ

ー保障に向

けた取組） 

子どもを措置する時と同様、家庭復帰

の過程も丁寧に進める必要がある。里

親家庭であれば、子どもの意見、里親

の意見、実親の意見を丁寧に時間をか

けて聞き取りながら、そのタイミング

をはかる必要がある。里親が、突然一

方的に子どもを引き上げられたと感

じるようなことのないような配慮が

必要である。 

措置解除にあたっては、子ども自身だけで

なく、実親や里親等も含めた、各関係者が協

同して進めていくことが大切です。特に、里

親委託不調や、急な事情により措置解除を

余儀なくされる場合でも、丁寧に行政の説

明責任を果たすとともに、里親が次の委託

に前向きになれるよう、心理ケアにも力を

注いでいく必要があると考えています。 

ご意見を踏まえ計画への記載を行います。 

２ 

第３章（５ 

里親・ファ

ミリーホー

ムへの委託

推進に向け

た取組） 

子どもの最善の利益を追求し、虐待を

受けた子どもたちが、地域から切り離

されることなく同じ学校に通えるよ

うに、やむを得ない場合を除き、豊島

区の里親に措置することを第一とし

てほしい。そのためには区内の里親を

増やす必要がある。 

子どもにとって、区外の施設への措置等に

よる転校等の環境の変化は心理的に大きな

負担となる可能性があります。社会的養護

が必要な状況になった児童にあっても、登

校が可能な児童には、できる限り、これまで

の通学環境を保障するため、区では「１小学

校区２家庭」の里親数を整備することを目

標としていきます。 

ご意見を踏まえ計画への記載を行います。 
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３ 

第３章（５

里親・ファ

ミリーホー

ムへの委託

推進に向け

た取組） 

長期に預かる里親だけでなく、いわゆ

る「3日里親」や「週末里親」を制度

として確立し、予防的に家庭を見守る

体制を作ることが、子どもを長く措置

することになるよりコストも少なく

て済むと思う。 

家庭への支援として、ショートステイ事業

を実施しており、今後も重点を置いて事業

を展開し、予防的効果の拡充を図っていき

ます。 

また、短期で受け入れ可能な里親を整備す

ることにより、長期間の受託が難しい場合

であっても生活に合わせた受託が可能とな

るよう、里親の裾野を広げていきたいと考

えています。 

ご意見を踏まえ計画への記載を行います。 

４ 

第３章（５ 

里親・ファ

ミリーホー

ムへの委託

推進に向け

た取組） 

慣れ親しんだ里親は子どもをサポー

トしてくれる大事な人的資源である。

家庭復帰したら連絡が取れなくなる

のではなく、里親との関係も継続でき

るように考えてほしい。 

里親や施設に子どもが措置された実

親に対しても同様で、なるべく面会の

機会をつくり、成人するまで社会的養

護の下にあったとしても、その後の長

い人生をサポートしてくれるであろ

う実親との関係を切らないようにし

てほしい。 

家庭復帰をした場合にあっては、里親も実

親養育の支援者の一人として、措置解除後

の子どもの成長を支えるサポーターとなり

うるため、フォスタリング機関も活用した

交流について、検討していきます。 

個別の事情により実家庭に家庭復帰できな

い場合であっても、子どもの意向等を踏ま

えながら親子交流を続けることで、お互い

を認め合える関係となるよう援助を行って

いきます。 

ご意見を踏まえ計画への記載を行います。 

５ 

第３章（７ 

区内におけ

る社会的養

育充実のた

めの施設の

あり方） 

児童養護施設も必要だと思う。これま

でのような広大な敷地や大きな建物

ではなく、グループホーム形式で、地

域の民家を使って点在する施設が、社

会的養護として望ましいと思う。ま

た、児童養護施設でショートステイや

トワイライトステイの受け入れがで

きれば、区内の家庭が通いやすくて良

いと思う。 

区としても里親支援や地域の家庭支援機能

を備えた家庭的環境の本体施設と、地域の

戸建て住宅などを活用したグループホーム

の展開が望ましいと考えています。また、シ

ョートステイ及びトワイライトステイ事業

の実施は、一般家庭及び支援を必要とする

家庭ともに、家庭養育を支援するために欠

かせないものであると考えています。 

ご意見を踏まえ計画への記載を行います。 

６ 

第３章（８ 

児童相談所

の 体 制 強

化） 

児童相談所の体制は、現在の児童福祉

司等の人数では厳しいのではないか

と思う。人材を増やし、一人当たりの

受け持ちケース数を減らし、子どもの

ために動く余裕のある体制を作って

ほしい。 

児童福祉の向上に係る新たな取組等、児童

相談体制の強化・維持のためには人員体制

の強化が必要不可欠です。特に、職員の支援

や指導教育を担うスーパーバイザーの人材

を確保するため、区としても計画に記載の

とおり、東京都との連携も視野に中堅・ベテ

ラン層の人材育成を強化し、安定した体制

を築けるよう努めます。 
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５ 計画期間における目標（再掲） 

 

 

 

 

 

 

１　社会的養護を必要とする子どもの権利擁護の推進

（１）評価のための指標

①子どもの視点に基づいた指標

№

1

2

3

4

※児童養護施設、里親家庭・ファミリーホームで暮らす児童へのアンケート結果による

②その他の指標

№

1

2

3

（2）年度ごとの実施目標

№
令和5年度

（実績）
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

回数 4回 4回 4回 4回 4回 4回 4回

受講者数 9人 10人 30人 30人 30人 30人 30人

回数 4回 15回 29回 49回 64回 79回 94回

受講者数 48人 88人 101人 121人 136人 151人 166人

41人

（24.3％）

93人

（37.4％）

98人

（39.2％）

113人

（45.2％）

243人

（97.2％）

243人

（97.2％）

243人

（97.2％）

12.2% 38.8% 54.1% 70.8% 79.5% 79.5% 79.5%

指標

意見表明等支援事業を利用可能

な子どもの人数及び割合並びに

そのうち事業を利用した子ども

の割合

※1 試行実施開始（令和5年10月から）以降における区が措置している子どもの総数に対する利用可能な子どもの人数及び割合。

※2 利用可能な子どものうち、子どもアドボケイトとの面談や意見表明を行った子ども割合。

現状値（※）

（令和6年度）

目指す方向

（令和11年度）

子ども

1

2

事業を利用した子ども

の割合（※2）

職員等

指標

措置児童等を対象とした子どもの権利擁護に関する取組

に係る子ども本人の認知度・利用度・満足度

措置児童等を対象とした子どもの権利に関する理解度

措置児童等を対象とした日頃から意見表明ができる子ど

もの割合及び意見表明に係る満足度

現状値(※)

（令和6年度）

項目

社会的養護に関わる関係職員

（児童相談所、一時保護施設、里

親・ファミリーホーム、施設、意見

表明等支援事業等区委託先団体

等）及び子ども自身に対する子ど

もの権利や権利擁護手段に関す

る研修や啓発プログラム等の実

施回数、受講者等数

利用可能な子どもの人

数（延べ）及び割合(※

1）

※№1と2は、本計画策定に向けた里親家庭・ファミリーホームで暮らす児童へのアンケートにおける回答に基づく。№1は子どもの権利を守るた

めの相談先などで知っているものの中で最多だったもの（児童相談所）の割合による。№2は子どもの権利の種類についての質問への「知って

いる」との回答の平均による。

71.7%（認知度）

83.0%

24.3%（利用可能な子どもの割合）

目指す方向

（令和11年度）

　　　　　（増加）

　　　　　（増加）

　　　　　（増加）

自分の気持ちや意見を「たくさん聞いてもらえる」と思う子

どもの割合

自分の気持ちや意見が「大切にされている」と思う子ども

の割合

心配なこと、困っていることなどを聞いてくれる人が「い

ない」、「だれにも話さない・話したくない」と思う子どもの

割合

安心できる場所、ここにいたいと思える場所を「いま住ん

でいる施設」または「いま住んでいる里親の家（ファミリー

ホームを含む）」と思う子どもの割合

50.9%

58.5%

17.0%

施設 56.4％

里親 ７５.0％

　　　　　　（増加）

　　　　　　（増加）

　　　　　　（減少）

　　　　　　（増加）
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2　地域における妊産婦や家庭養育への支援の充実

年度ごとの実施目標

№
令和5年度

（実績）
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

1 ー 1 1 1 1 1 1

回数 13回 13回 13回 14回 14回 15回 15回

受講者数（延べ） 195人 195人 195人 210人 210人 225人 225人

4,015人 ー 3,650人 3,650人 3,650人 3,650人 3,650人

117,990人 ー 119,130人 118,905人 119,310人 119,040人 119,250人

28,531人 ー 24,340人 24,340人 24,340人 24,340人 24,340人

1,460人 － 1,460人 1,460人 1,460人 1,460人 1,460人

－ ー

－ ー 540人 540人 540人 540人 540人

4 4家庭 4家庭 4家庭 5家庭 5家庭 6家庭 6家庭

5 ー ー

6 1施設 1施設 1施設 1施設 1施設 1施設 1施設

回数 ー 4回 4回 4回 4回 4回 4回

受講者数 ー 40人 40人 40人 40人 40人 40人

※都立大塚病院

３　代替養育を必要とする子どものパーマネンシー保障に向けた取組

（１）評価のための指標

№

3

4

5

※ケアニーズの高い子どもの入所が増えることによる措置期間の増加を想定。

（実施段階での検討による）

子ども家庭福祉行政に携わる職員に対する研

修の実施回数、受講者数

7

助産施設の設置数※

特定妊婦等への支援に関係する職員等に対す

る研修の実施回数、受講者数

（都内における広域的対応を実施）妊産婦等生活援助事業の実施事業所数

指標

指標

2

親との交流の途絶えたケース、親の行方不明、特別養子縁

組不同意ケース等に係る児童相談所長による特別養子適

格の確認の審判の申立件数

里親支援センターやフォスタリング機関（児童相談所を含

む）、乳児院、民間団体等による特別養子縁組等の相談支

援件数

ショートステイ及びトワイライトステイ事業（子育て短期支援

事業）を委託している里親・ファミリーホーム数

幼稚園型

乳児院

児童養護施設

里親・ファミリーホームや施設の

平均措置期間
1

児童心理司を中心とした保護者

支援プログラム等に関する研修

の実施回数やライセンス取得数

2

実施回数

ライセンス取得数

民間団体等への委託による保護者支援プログラム等の実

施件数

里親

ファミリーホーム

4件

目指す方向

（令和11年度）

　　　　　　（維持）

　　　　　　（維持）

　　　　　　（減少）

　　　　　　（増加※）

　　　　　　（増加）

　　　　　　（増加）

　　　　　　（増加）

　　　　　　（維持）

　　　　　　（維持）

現状値

（令和5年度）

1,644日

2,166日

396日

1,476日

９回

4個

28件

０件

こども家庭センターの設置数

親子関係形成支援事業（人）

子育て短期支援事業（ショートステイ）（延

べ利用者数）

市町村子ども・

子育て支援事業

計画における家

庭支援事業の確

保方策

（「子ども・子育

て支援事業計

画」から転載）

3

実施機関：子ども家庭支援センター、委託団体等：民間事業者9社

子育て訪問相談事業 実施体制：10人（東部6人、西部4人）、実施機関：子ども家庭支援センター

実施機関：子ども家庭支援センター、委託団体等：民間事業者7社

一時預かり事業

（延べ利用者

数）

保育園、子ども家庭支

援センター、ファミリー・

サポート・センター

トワイライトステイ

子育て世帯訪問支援事業

児童育成支援拠点事業

養育支援訪問事

業
育児支援ヘルパー事業
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（２）年度ごとの実施目標

№
令和5年度

（実績）

令和6年度

（見込）
令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

親支援 ー 15件 15件 16件 17件 18件 19件

子支援 ー 2件 2件 3件 4件 5件 5件

回数 6回 2回 2回 2回 2回 2回 2回

受講者数 11人 33人 35人 35人 35人 35人 35人

3 2件 2件 2件 2件 2件 2件 2件

4 2件 2件 2件 2件 2件 2件 2件

5 － 1人 1人 1人 1人 1人 1人

４　一時保護児童への支援体制の強化

（１）評価のための指標

№

1

2

※令和5年2月（児童相談所設置）から令和5年度末までの平均入所率

（２）年度ごとの実施目標

№
令和5年度

（実績）
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

1 12人 12人 12人 12人 12人 12人 12人

里親・ファミリーホーム 24家庭 24家庭 27家庭 31家庭 34家庭 37家庭 41家庭

児童福祉施設等 ー ー

回数 11回 12回 12回 12回 12回 12回 12回

受講者数

（延べ）
34人 45人 70人 85人 85人 85人 85人

4 ー 1施設 1施設 1施設 1施設 1施設 1施設

５　里親・ファミリーホームへの委託推進に向けた取組

（１）評価のための指標

№

養育里親

専門里親

養子縁組里親

養育里親

専門里親

養子縁組里親

2 委託子ども数

3

1

特別養子縁組等に関する研修を受講した児童相談所職員

数

児童相談所を通じた特別養子縁組の成立件数

民間あっせん機関を通じた特別養子縁組の成立件数

指標

親への相談支援等に関する児童相談所職員に

対する研修の実施回数、受講者数

親子再統合支援事業による各種支援の実施

件数

（実施段階での検討による）

3

2

一時保護施設職員に対する研修の実施回数、

受講者数

1

指標

養育里親、専門里親、養子縁組里

親それぞれの委託里親数、委託

子ども数

委託里親数

委託子ども数

2

委託一時保護が可能な里親・ファ

ミリーホーム、児童福祉施設等の

確保数

指標

一時保護施設の定員数

ファミリーホーム委託子ども数

里親登録（認定）に対する委託里親の割合（年間に1回でも

委託の在った里親数）

一時保護施設の平均入所日数

一時保護施設の平均入所率

第三者評価を実施している一時保護施設数

指標
現状値

（令和5年度）

55.5日

107.0%（※）

目指す方向

（令和11年度）

　　　　　　（減少）

　　　　　　（維持）

現状値

（令和5年度）

8人

0人

1人

8人

0人

1人

6人

23.0%

目指す方向

（令和11年度）

　　　　　　（増加）

　　　　　　（増加）

　　　　　　（増加）

　　　　　　（増加）

　　　　　　（増加）

　　　　　　（増加）

　　　　　　（増加）

　　　　　　（増加）

※1 新たに区内への設置を希望する事業者があれば相談や支援を実施。

※2 令和4年度から区外事業者にフォスタリング機関委託を実施済。里親支援センターについては今後の実施段階での検討による。
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（２）年度ごとの実施目標

№
令和5年度

（実績）
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

3歳未満 23.1% 23.1% 30.8% 30.8% 30.8% 35.7% 35.7%

3歳以上 56.3% 62.5% 62.5% 62.5% 64.7% 64.7% 66.7%

学童期以降 28.6% 29.2% 28.8% 31.1% 32.0% 32.5% 32.9%

合計 32.3% 33.7% 34.3% 35.9% 37.1% 38.0% 38.7%

46.5% 50.5% 54.9% 60.2% 63.8% 66.7% 72.1%

26.1% 31.4% 33.9% 37.1% 41.8% 45.8% 47.5%

22家庭 25家庭 28家庭 32家庭 35家庭 38家庭 44家庭

2家庭 1家庭 1家庭 2家庭 2家庭 3家庭 3家庭

12家庭 14家庭 16家庭 18家庭 20家庭 22家庭 24家庭

3 2施設 2施設 2施設(※1) 2施設(※1) 2施設(※1) 2施設(※1) 2施設(※1)

4 4回 5回 5回 5回 5回 5回 5回

5 ー（※2） ー（※2）

回数 17回 17回 17回 17回 18回 18回 18回

受講者数

（延べ）
31人 36人 41人 47人 52人 57人 65人

６　社会的養護経験者等への自立支援の推進

年度ごとの実施目標

№
令和5年度

（実績）
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実施箇所数 ー ー（※） ー（※） ー（※） ー（※） ー（※） ー（※）

入居人数 ー ー ー ー ー ー ー

実施箇所数 ー 0箇所

入居人数 ー 0人

実施箇所数 ー ー ー ー 1箇所 1箇所 1箇所

入居人数 ー ー ー ー 1人 1人 1人

2 ー 1箇所 1箇所 1箇所 1箇所 1箇所 1箇所

※ 新たに区内への設置を希望する事業者があれば相談や支援を実施。

里親登録（認定）に係る都道府県児童福祉審議会の開催件

数

1

2

6

（実施段階での検討による）

社会的養護自立支援拠点事業の整備箇所数

稼働率（％）

指標

指標

養育里親

　うち、専門里親

養子縁組里親

ファミリーホーム数

養育里親、専門里親、養子縁組里

親それぞれの里親登録（認定）数

３歳未満、３歳以上の就学前、学

童期以降の里親等委託率、登録

率、稼働率

児童自立生活援

助事業の実施箇

所数（Ⅰ型～Ⅲ

型それぞれの入

居人数）

Ⅰ型（自立援助ホーム）

Ⅱ型（児童養護施設、児童心

理治療施設、児童自立支援

施設、母子生活支援施設）

Ⅲ型（里親、ファミリーホー

ム）

1 （施設との協議・調整による）

里親支援センターの設置数、民間フォスタリング機関の設

置数

基礎研修、登録前研修、更新研修などの必修

研修以外の研修の実施回数、受講者数

登録率（％）

委託率（％）
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【編集・発行】 

子ども家庭部子育て支援課 

〒１７１－８４２２ 東京都豊島区南池袋２－４５－１ 電話：０３－３９８１－１１１１（代表） 

７　区内における社会的養育充実のための施設のあり方

年度ごとの実施目標

№
令和5年度

（実績）
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

施設数 1施設(※1) 1施設(※1) 1施設(※1) 1施設(※1) 1施設(※1) 1施設(※1) 1施設(※1)

職員数 3人 4人 4人 4人 4人 4人 4人

2 0施設 0施設

3 ー ー ー ー ー ー ー

4 ー(※２） ー(※２）

5 ー ー

4 4 4 4 4 4 4

2 2 2 2 2 2 2

20 20 22 22 22 22 22

9 9 9 9 9 9 9

ー ー

ー ー 2 2 2 2 2

８　児童相談所の体制強化

年度ごとの実施目標

№
令和5年度

（実績）
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

1 ー ー ー 1 1 1 1

16人 18人 22人 25人 25人 25人 25人

7人 8人 11人 13人 13人 13人 13人

3 3人 3人 ４人 5人 5人 5人 5人

4 1人 1人 1人 1人 1人 1人 1人

5 1人 1人 1人 1人 1人 1人 1人

6 2人 2人 2人 2人 2人 2人 2人

7 3人 9人 6人 6人 6人 6人 6人

8 0 5 9 5 0 0 0

児童福祉司スーパーバイザーの配置数

医師の配置数（常勤・非常勤の内訳を含めて）

6
家庭支援事業の実施施設数(※

3)

※1 母子生活支援施設

※2 令和4年度から区外事業者にフォスタリング機関委託を実施済。里親支援センターについては今後の実施段階での検討による。

※3 委託及び直営の合計。委託の場合は区外施設（事業者）を含む。

一時預かり事業

子育て世帯訪問支援事業

児童育成支援拠点事業

親子関係形成支援事業

（実施段階での検討による）

専門職採用者数

2

1

（広域的対応を検討）

指標

養育機能強化のための専門職（家庭支援専門

相談員、心理療法担当職員、自立支援担当職

員等）の加配施設数、加配職員数

養育機能強化のための事業（親子支援事業、家族療法事業

等）の区内実施施設数

（実施段階での検討による）

一時保護専用施設の区内整備施設数

指標

子育て短期支援事業

養育支援訪問事業

児童福祉司
児童福祉司、児童心理司の配置

数

保健師の配置数

弁護士の配置数（常勤・非常勤の内訳を含めて）

こども家庭福祉行政に携わる児童相談所職員における研

修（児童福祉司任用後研修、こども家庭ソーシャルワー

カーの養成に係る研修等）の受講者数

第三者評価を実施している児童相談所数

児童心理司

（施設との協議・調整による）

里親支援センター、里親養育包括支援（フォスタリング）事

業の区内実施施設数

妊産婦等生活援助事業の区内実施施設数


